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＜参考＞ 
 

１．国際勧告等との関係 

本標準は、１９９８年６月に国際電気通信連合電気通信標準化部門（ＩＴＵ－Ｔ）ＳＧ１３会合において

勧告化されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３６６．１に準拠している。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 

2.1 オプション選択項目 

特になし 

 

2.2 ナショナルマター項目 

特になし 

 

2.3 原標準に対する変更項目 

特になし 

 

３．改版の履歴 

 

版数 制定日 改版内容 

第１版 ２００２年５月３０日 制定 

 

４．工業所有権   

 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 

５．その他 

 （１）参照する主な勧告、標準等 

  ＴＴＣ標準  ：ＪＴ－Ｉ３６１，ＪＴ－Ｉ３６３．２，ＪＴ－Ｉ３６３．５，ＪＴ－Ｑ２１１０ 

  ＩＴＵ－Ｔ勧告：Ｘ．２００，Ｘ．２１０ 

 

（２）本出版は、具体的な規定内容を含んでいない。規定はすべて準拠元である ITU-T 勧告に拠っている。 

具体的な規定内容は ITU-T 勧告を参照する必要がある。 

 

６．標準作成部門 

 第二部門委員会 第五専門委員会 
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１．標準の概要 

本標準は、遅延に敏感なアプリケーションで使用される、低速度、ショート、および、可変長パケットの

帯域使用効率の良いＡＡＬタイプ２のための、分割／組立サービス依存コンバージェンスサブレイヤ（ＣＳ

サービス依存部）を規定する。１つ以上のＡＡＬタイプ２ユーザ情報ストリーム上に、分割／組立ＣＳサー

ビス依存部を適用することを可能とする。本標準は、オプションの伝送誤り検出や確認型データ転送機能に

加え、サブレイヤ構成、本サブレイヤの様々なレイヤ部分のフレーム構成、ならびに、分割／組立処理のメ

カニズムを規定する。 

ＡＡＬタイプ２のＣＳサービス依存部として適用される本分割／組立ＣＳサービス依存部により、サブレ

イヤ共通部（ＣＰＳ）で規定される最大長を超えるパケットサイズの転送が可能となり、さらに、遅延に敏

感なアプリケーションにおける、低速度、ショートパケットとの多重が可能となる。 

本標準は、ＡＡＬタイプ２のための分割／組立ＣＳサービス依存部とその上位レイヤ間、本ＣＳサービス

依存部とＡＡＬタイプ２間、および本サブレイヤとレイヤ管理間の相互動作を説明している。また、分割／

組立サブレイヤ同位間オペレーションについても説明する。 

 

２．本標準で規定する内容 

本標準で規定する内容は下記の ITU-T 勧告に拠る。ITU-T 勧告中で参照している標準は表１－１に示す標

準に置き換えるものとする。 

 

ITU-T 勧告 I.366.1 ：「Segmentation and Reassembly Service Specific Convergence Sublayer for the AAL type 2」 

（06/98） 

 

表１－１ 本標準で置き換えて参照する標準 

 

ITU-T 勧告中の参照先標準 本標準で置き換える標準 

ITU-T 勧告 I.361 (1995) TTC 標準 ＪＴ－Ｉ３６１ 

ITU-T 勧告 I.363.2 (1997) TTC 標準 ＪＴ－Ｉ３６３．２ 

ITU-T 勧告 Q.2110 (1994) TTC 標準 ＪＴ－Ｑ２１１０ 

ITU-T 勧告 I.363.5 (1995) TTC 標準 ＪＴ－Ｉ３６３．５ 

 

 


	　　



